
 
 

292 

授授業業科科目目  臨臨床床実実習習11  
1学年・後期・1単位（45時間）  

作業 必修 

  

科目担当責任者 
中島 そのみ (保健医療学研究棟E509号 ) 

e-mail : sonomi@sapmed.ac.jp 

非常勤講師 

連絡担当教員 

  

 

担 当 教 員 作業療法学科教員全員 

概     要 

 

実習指導者のもとで臨床場面における作業療法の実際について学ぶ。 

到 達 目 標 

 

1. 臨床場面における作業療法と作業療法士の果たす役割を学ぶ。 

2. 作業療法士の勤務する施設の機能の概要を把握する。 

3. 保健医療従事者のあり方を知る。 

評    価 臨床実習指導者による評価(70%)、大学におけるセミナー評価(30%) 

履修上の留意点 実習前オリエンテーション、事前学習、学内セミナーは必ず出席すること。 

原則として、遅刻、欠席、早退は認められない。正当事由によりやむを得ない場合は必ず実習先及び大学へ連絡するこ

と。 

将来の保健医療従事者として責任ある行動をすること。 

 

内 容  ・  方 法 

実 習 方 法 

 

 

 

 

 

 

臨床実習施設にて実習指導者のもと,見学と観察を主体とした実習を行う。 

実 習 期 間 

 

1月下旬から5日間(臨床実習施設での実習を4日間、大学での実習の振り返りとまとめを1日) 

実 習 場 所 

 

札幌医科大学附属病院など、身体障害、精神障害、発達障害、高齢者領域の施設から1施設 

実 習 時 間 

 

基本的に9時～17時。ただし、実習場所に応じて変更がある。 

実 習 内 容 1.作業療法実践の観察 

2.デイリーノートの作成 

3.大学でのグループディスカッションとセミナーでの検討資料準備 

4.大学でのセミナー発表と討論 
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